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(2) 県南地域は小山市も含めると、地下水依存率は目標値をすでに達成

栃木県の目標設定では県南地域の水道の地下水依存率を現状（平成

22 年度）92.4％を目標年度である平成 42 年度に 65％（中間目標値）

まで引き下げることになっています。

しかし、この目標設定は、あくまで思川開発の予定水利権の必要性

を示すためもつくった机上の話であり、実現性が皆無であることは

(1)で述べたとおりです。

しかも、この地下水依存率の数字は、県南地域の中心部に位置する

小山市を除いた数字です。小山市は地下水依存率が低く、水道の規模

が大きいので、小山市〔注〕を含めた現在の地下水依存率を求めると、

大幅に下がり、下表のとおり、現状ですでに 66％になっています。目

標値をほぼ達成しているのです。地下水依存率を下げなければならな

いと栃木県はしきりに主張していますが、県南地域全体で見れば、そ

の目標はすでに達成されているのです。これを見ても、今回のパブリ

ック・コメントで示した栃木県の基本方針・目標設定は、思川開発へ

の参加を続けるために、無理矢理作ったものであるこることが明白で

す。 以上




